
領域 視点 段階 基準 得点 所見

5 良好
通常の活力ある生活リズムが安定している。

考えたり話したりすることに疲労を示したり反応低下することがなく，十分にエネルギーを持続できる。

4 軽度
日中開眼しているが，時折ぼんやりしていることがある。

慣れた場面では疲れを示さないが新規な場面（例：初対面の人と話す）では反応低下を示す。

3 中等度
日中開眼しているが，表情はぼんやりしていることが多い。

考えたり話したりすることに疲れやすく，途中であきらかな反応低下を示す。

2 重度
日中時折傾眠傾向をみとめる。

考えたり話したりするとすぐに疲労を示し，精神エネルギーを持続できない。

1 最重度 日中刺激がないと常時傾眠傾向である。

5 良好
新しい活動にも積極的に取り組み，意欲的である。

年齢相応の豊かな感情表出がみられ，状況に合わせて感情を制御することができる。

4 軽度
習慣的活動は自ら実行するが，新しい活動には意欲的でない。

あるいは固執・衝動・易怒・抑うつ・依存・退行傾向を軽度に認めることがある。

3 中等度
日常的活動の実行にも，指示や促しを要することがある。

あるいは固執・衝動・易怒・抑うつ・依存・退行などの傾向を認める。

2 重度
日常的活動を自ら開始しようとせず，促してもやろうとしないことがある。

あるいは固執・衝動・易怒・抑うつ・依存・退行などの症状を強く認める。

1 最重度
何事にも意欲が乏しく，そのため身の回りのことにも介助を要す。

あるいは喜怒哀楽の感情表出がほとんどみられなかったり，快・不快の反応表出にとどまる。

5 良好
2つ以上の作業を同時に行うことができ，明らかな成績低下はない。

実施中ほかの刺激提示に適切に反応することができ，自発的に元の作業に戻れる。

4 軽度
2つの作業を同時に行うと若干成績低下がある。あるいは過集中傾向があり，ほかの刺激提示にすぐに反応できない。

元の作業に戻るのに促しを要すことがある。

3 中等度
干渉刺激が多くなるほど気が散る傾向がある。

1つの作業を最後までやり終える，あるいは30分程度持続できるが，途中で反応速度低下やエラーが増える。

2 重度
ほかに干渉刺激があると必要な対象に注意を向けることができない。

あるいは1つの作業をすぐに中断してしまい持続して行うことができない。

1 最重度 必要な刺激に注意を向けることがほとんどできない。

5 良好
2～3日前の出来事想起が概ね正確である。数週間前の新規な出来事想起（例：町内会会合に参加など）も概ね可能である。

予定や約束事を忘れることは少なく，問題とならない。

4 軽度
当日中の出来事想起はおおむね正確であるが，2～3日前の出来事になると細部が不確実である。

あるいは予定や約束事をたまに忘れてしまい，失敗をおかす。

3 中等度
当日中の出来事を一部正確に想起可能であり，人，場所，時間を誤ったりなど細部があいまいである。

あるいは予定や約束事を忘れることが多い。

2 重度
当日中の出来事想起がほとんどできない。

あるいは予定や約束事を覚えておくことがまったくできず，常に促しが必要である。

1 最重度 数時間前の出来事想起がほとんどできない。しばしば作話や明らかな記憶の混同を認める。

5 良好 数年後の長期的な予測や社会関係（家族や周囲との関係など）を考慮した判断，問題解決を行うことができる。

4 軽度 ある程度近い将来を見越した判断が可能だが，自分中心，あるいは他者依存傾向を認める。

3 中等度 しばしば場面依存的，または近視眼的（目先の利益を優先）な問題解決を行う。

2 重度 しばしば即時の感情に依存した問題解決を行う。

1 最重度 しばしば物品依存的（例：目の前に食べ物があるから食べるなど）な問題解決を行う。

5 良好 自己の病気，障害，能力についてよく認識しており，残存能力を有効に活用，環境の変化にも自ら工夫して適応できる。

4 軽度
自己の病気，障害，能力について概ね理解し，深刻性の認識がある。

ただし病前に比べ明らかに社会的活動範囲が狭まり，残存能力活用が十分でない。

3 中等度
自己の病気，障害，能力について大まかには認識しているが，深刻性に乏しい。

そのためよく整えられた環境に限り適応が可能である。

2 重度
自己の病気，障害については大まかな認識にとどまる，能力は認識できない。

そのためよく整えられた環境下にあっても周囲の人の努力的働きかけを必要とする。

1 最重度
自己の病気，障害，能力について，全く認識していない。

残存能力の活用に乏しく，周囲の人の全面的援助がなければ環境に適応できない。

注意

①注意の
　　選択・持続
②注意の
　　分配・制御

認知関連行動アセスメント（Cognitive-related Behavioral Assessment：CBA）

意識

①開眼・覚醒
②刺激に対する反応
③考えることの
　　疲れやすさ

感情
①自発性
②喜怒哀楽
③感情制御

記憶
①日常生活上の
　　記憶能力
②予定の記憶

判断
①長期的な影響を
　　考慮した判断・
　　問題解決能力

病識

①疾病・障害・能力
　の理解
②深刻性の理解や，
　残存能力の利用
③環境適応


